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＜ねらい＞ 
 ・絵本の読み聞かせに注目し、せんたくをイメージする。 
・せんたくの歌に合わせた身体表現や、せんたく遊びをする。 
・せんたく遊びに興味をもち、自分から取り組もうとする。 
 

＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞ 
〇絵本の読み聞かせ 
・絵本『せんたくおばけ』作 左近蘭子 絵 島田コージ 出版：フレーベル館   
  絵本の内容： せんたくおばけは洗濯が大好き。石鹸つけてごしごしごし。水でじ
ゃぶじゃぶじゃぶ。きゅっきゅっきゅーと絞ったらきれいに広げてぱんぱんぱん! 
デジタル絵本で、擬態語に合わせて、絵が揺れたり、回ったりするようにした。 

・絵本『ぐるぐるせんた』作 矢野アケミ 出版：アリス館 
  絵本の内容：「まあるいかたちに なに いれる？」という呼びかけの後に、 
汚れた服を脱いで、丸の中にポンと入れていく。くつした、ぼうし、シャツ、パン
ツと、どんどん脱いで入れていく。水と洗剤も入れて、丸の中に指をあてて、ぐる
ぐるぐるぐる～と回す。 

 
〇歌遊び 「♪せんたく」 
（１）あらって あらって あらって あらって あらって あらって ひとまわり 
（２）すすいで （３）しぼって （４）ほして 
 
・歌に合わせて、１回目は教師と手をつないで身振り表現をし、２回目は全員で輪に
なって取り組んだ。 

 
○せんたく遊び 
・「今日はどれ洗う？」と尋ねられて、ズボンや靴下、タオルの中から自分の洗いた
い物を選び、一人ずつ前に出て、歌に合わせて洗った。洗った後は、ロープに干し
て、洗濯ばさみで留めた。 

  
＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

 ・絵本『せんたくおばけ』は、拡大し、擬態語を強調して読み聞かせを行い、それに
合わせて、絵が揺れたり回ったりすることで、児童が注目していた。 

・絵本『ぐるぐるせんたく』は、せんたく遊びをした後に読み聞かせをし、実際と同
じように絵本の場面を回すことで、イメージしやすくなった。 

・歌遊びで教師や友達とつながって身振り表現を楽しむことができた。 

・せんたく遊びは、一人ずつ前に出て取り組み、透明の容器を用いることで、手の動
きがわかりやすくなった。実際のせんたく遊びの活動に合わせて、教師が歌いかけ
ることで、せんたく遊びの活動に見通しをもちやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


